
実務経験のある教員等による授業科目

シラバス

楽器ビジネス学科

ギタークラフト専攻



学年 学科 専攻

16

ギター、ベースのコントロー
ルについて

ギター/ベースにおいて、代表的なモデルのコントロールを紹
介、サウンドアレンジに与える影響などについて考察します。

15

前期試験 前期「クラフト講義」にて学んだ知識を筆記試験形式で確認
し、理解を深めます。

15

３作目（セットネック/スルー
ネック）の製作工程

3作目セットネック/スルーネックのネック製作における具体的
な工程について解説、製作準備を行います。

14

ギター、ベースの各パーツに
ついて

ギター/ベースに使用される各パーツについて、有名メーカー
とその代表的なモデルなどを学びます。

14

後期試験 後期「クラフト講義」にて学んだ知識を筆記試験形式で確認
し、理解を深めます。

13

ギター、ベースの各パーツに
ついて

ギター/ベースに使用される各パーツの名称を学びます。ま
た、１・２作目に使用したパーツを例に、日本を代表するパー
ツメーカーＧＯＴＯＨの製品について解説します。 13

３作目の製図 前回に引き続き、3作目に製作する作品の工程に基き、実際
に設計と製図を行います。

12

木材、木取りについて 楽器製作に使用される材木の種類と各木材の特徴、木材の
製材方法などを学びます。

12

３作目の製図 3作目に製作する作品の工程に基き、実際に設計と製図を行
います。

11

２作目ＪＢ、ＰＢの図面を製
図しよう③

楽器製作時に必要なジグ製作について解説、2作目図面をジ
グ製作に有効な製図になっているかを確認、修正します。

11

３作目の製図 アーチドトップの楽器の構造、アーチの量の設定方法やアー
チドトップ特有の設計方法について学びます。

10

２作目ＪＢ、ＰＢの図面を製
図しよう②

ピックアップの位置によるサウンドの変化を解説。2作目のピッ
クアップの位置を決め、コントロール系ザグリの製図を行いま
す。 10

３作目の製図 アングルヘッドのギター/ベースの楽器の設計について解説。
ギブソン系ギターの構造を学びます。

9

塗装後の仕上げ工程 バフを使った艶出しなど、塗装後の仕上げ工程について解説
し、1作目艶出し工程の準備を行います。

9

３作目のプランニング 3作目製作のセットネック/スルーネック構造、シースルーカ
ラーを使用したオリジナルモデルのプランニングを行います。

8

２作目ＪＢ、ＰＢの図面を製
図しよう①

ギター/ベース特有の設計方法について解説。2作目の作品
図面を例に、実際に楽器を設計していきます。

8

代表的なメーカーの製品に
ついて⑤

ここまで学んだギターメーカー以外のその他の有名メーカーと
その代表モデルについて解説します。

7

図面の書き方、ジグについ
て

図面を書くときの注意点や基本的な製図方法を紹介。併せ
て、ジグの製作方法も学びます。「

7

代表的なメーカーの製品に
ついて④

ギターメーカーRickenbacker社、Gretsch社の各製品を紹介、
スタンダードな機種の特徴について学びます。

6

２作目ＪＢ、ＰＢについて スタンダードなＪＢ、ＰＢをはじめ、ベースについて紹介し、２作
目JBまたはPBの企画を行います。

6

代表的なメーカーの製品に
ついて③

ギターメーカーPRS社、Steinberger社の各製品を紹介、スタン
ダードな機種の特徴について学びます。

5

塗料、塗装について ラッカー系とウレタン系塗料の違いと各塗料の働きについて解
説。またカラーリングの手順についてやガンの使用方法につ
いても学びます。 5

代表的なメーカーの製品に
ついて②

ギターメーカーFender社の各製品を紹介、スタンダードな機種
の特徴について学びます。

4

木地研磨、マスキングなど塗
装の準備について

木地研磨の必要性を解説、実際の木地研磨の手順やマスキ
ングすべきポイントの確認、マスキングの方法を学びます。

4

代表的なメーカーの製品に
ついて①

ギターメーカーGibson社の各製品を紹介、スタンダードな機種
の特徴について学びます。

3

刃物研ぎについて 刃物、鉋の各部名称や砥石の種類・扱い方について紹介し、
刃物研ぎの手順を学びます。

3

楽器の細部のデザインにつ
いて

ヒール、グリップ、ボリュートの形状など、ギター/ベースのディ
ティールについてレクチャー、オリジナルモデルのボディ/ヘッ
ドシェイプのデザインについて学びます。

2

１作目の製作工程について 基準線、センターラインの決定、図面をもとに各ザグリ位置を
確認しザグリ工程の準備を行います。

2

楽器のデザイン、セットネッ
ク/スルーネックについて

ネックテンションとヘッドテンションについて解説、ギターベース
のネック接続方法のうちセットネック、スルーネックの構造と特
徴を学びます。

1

１作目の製作工程について スタンダードなＳＴについて学び、大まかな工程やルーターの
使い方などをレクチャーします。

1

フレット割り（平均率）各ス
ケールについて

音律の歴史について学び、十二平均律を使用したフレット割り
の計算を学びます。またギター/ベースの代表的なスケールと
その特徴についてもレクチャーします。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標
図面作成の基礎知識
製図の完成度

１作目STの製作工程の理解度
刃物の仕立て・工具の使用方法についての理解度

２作目JB・PB製図の完成度
２作目JB・PBの製作工程の理解度

ジョイント角がある場合の設計方法の理解度
３作目プランニングのオリジナリティ

ギター・ベースについて基本的な構造や製作工程、使用する工具の取
り扱いなどを学び、実際にクラフト実習で製作する作品のプランニング・
設計～図面作成を行います。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 楽器ビジネス学科 ギタークラフト専攻

担当講師（プロフィール）

横山　友之
豊な現場経験をもとに、クラフトマンとして必要な知識や技術を伝授。
アーティストからの信頼を得るような考え方の育成にも力を注ぐ。

使用教材：

授業科目 授業時数 授業の方法

クラフト講義 62
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

前　期 後　期



学年 学科 専攻

16

前期試験 前期に学んだことをもとに、ギター全体の再調整実習を行い、
理解度をチェックします。

15

フレット摺り合わせ④ ギター/ベースのフレット摺り合わせを行った後のフレット仕上
げについて解説、実際に教材のSTタイプギターを使用してフ
レット仕上げの実習を行います。 15

ストラトキャスター組み込み
④

STタイプギター組み込み工程全体の振り返りと必要があれば
修正を行います。

14

フレット摺り合わせ③ ギター/ベースのフレット摺り合わせに必要なマスキング技術
を紹介、実際に教材のSTタイプギターを使用して摺り合わせ
の実習を行います。 14

後期試験 クラフト実習で製作した１作目STタイプギターを使用し、最終
調整したものを評価、必要なスキルを各自確認します。

13

フレット摺り合わせ② デタッチャブルタイプネックのフレットのチェック方法とフレット
浮きがあった場合のの対処方法にすいてレクチャーします。

13

ストラトキャスター組み込み
③

クラフト実習で製作した１作目STタイプギターを使用し、ナット
加工等を行います。

12

フレット摺り合わせ① ギター/ベースに使用されるフレットの構造と種類、その取り扱
い方法について学びます。

12

ストラトキャスター組み込み
②

クラフト実習で製作した１作目STタイプギターを使用し、ネック
ジョイントと各種パーツの組み込み工程を行います。

11

ナット交換④ 教材のSTタイプギターを使用し、実際にナットの外形成型、仕
上げをする実習を行います。

11

ストラトキャスター組み込み
①

クラフト実習で製作した１作目STタイプギターを使用し、フレッ
ト等ネックの仕上げを行います。

10

ナット交換③ 教材のSTタイプギターを使用し、実際にナット溝を加工する実
習を行います。

10

フレット交換④ 教材のSTタイプギターを使用して、摺り合わせ、組み込み調
整の自習を行います。

9

ナット交換② スタンダードなSTタイプナット溝の位置決めについて基本的な
方法の解説、実際に教材のSTタイプギターを使用し位置決め
を行います。 9

フレット交換④ スタンダードなフレットエッジ処理の種類を解説、実際に教材
のSTタイプギターを使用してエッジ処理実習を行います。

8

ナット交換① スタンダードなSTタイプのナットの取り外し方法や、交換材料
の大まかな成型について解説、実際に加工を行います。

8

フレット交換③ 教材のSTタイプギターを使用して、実際にフレット打ち込み実
習を行います。

7

リペアー用ギター調整、分
解、組み立て③

教材のSTタイプギターを使用し、実際に指定された数値、状
態に調整する実習を行います。

7

フレット交換② フレット交換において、古いフレットの抜き方とフレット打ち換え
の下準備を解説、実際に教材のSTタイプギターのフレット交換
の準備を行います。

6

リペアー用ギター調整、分
解、組み立て②

スタンダードなSTタイプギターの各種調整方法、標準的な数
値等について解説、各調整が与えるサウンド面、プレイヤビリ
ティー面における影響を学びます。 6

フレット交換① デタッチャブルネックタイプのギター/ベースのフレット交換手
順について学びます。

5

リペアー用ギター調整、分
解、組み立て①

スタンダードなSTタイプギターの分解方法と作業における注意
点や、各パーツの名称、役割について解説します。

5

ピックガード製作③ 前回製作したピックガードを教材のSTタイプギターに組み込み
換装、全体的な調整を行います。

4

ネック枕、各種パッド製作③ リペア作業等に使用する工具のより使いやすい仕立て方や実
際の使用方法などを解説します。

4

ピックガード製作② 前回製作したジグをもとに、テーブルルーターを使用してスタ
ンダードなSTタイプピックガード製作を行います。

3

ネック枕、各種パッド製作② 大型の電動機器・バンドソーを使ったラフカット方法をレク
チャー、木材の大まかな成型方法を学びます。

3

ピックガード製作① スタンダードなSTタイプギターのピックガード製作工程につい
てレクチャー、ジグ製作を行います。

2

ネック枕、各種パッド製作① 平面とはどういうことかを解説、その確認方法を学び、実際に
木材のフラット、平行を出す作業を行います。

2

裏パネル製作② テーブルルーターを使用してスタンダードなSTタイプ裏パネル
を製作します。

1

年間の授業ガイダンス 一年間「リペア実習１」で取り扱う修理・調整について解説し、
到達目標の確認を行います。

1

裏パネル製作① スタンダードなSTタイプギターの裏パネルのジグ製作を行いま
す。

授業項目 実施内容 授業項目 実施内容

評価方法 評価方法

筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他 筆記試験・実技試験・実習評価・課題評価・小テスト・その他

授業計画 授業計画

到達目標 到達目標

切削加工技術　/ 楽器調整技術
楽器の取り扱い / 作業スピード

独自の工夫、応用力

切削加工技術　/ 楽器調整技術
楽器の取り扱い / 作業スピード

独自の工夫、応用力

エレキからアコースティックまで、さまざまなギター・ベースの修理・調整
を習得する授業です。作業を効率化するための工具製作や、基本的な
リペアをより発展させた応用技術も扱います。
＜実務経験のある教員等による授業科目＞

1 楽器ビジネス学科 ギタークラフト専攻

担当講師（プロフィール）

榎本　卓司
リペアマンとして信頼される実力を養うために様々な楽器の現状の見
極め方や留意点等を長い現場経験をもとに指導してくれる。

使用教材：

授業科目 授業時数 授業の方法

リペア実習 248
講義　・　演習　・　実験　・　実技　・　実習

授業概要

前　期 後　期


